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infection) =口、 5、10、30の通常型アデノウイルス (Ad)ベクタ」もしくはAdK7ベクター
を勝島細胞に感染させ、遺伝子導入効率および細胞毒性をもとにベクタ}感染の至適濃度を決
定した。 AdK7ベクターで勝島細胞に抗アポト}シス蛋白 (FNK)をコ}ドした遺伝子を導入
し、過酸化水素で誘導されるアポトーシスの抑制効果を検証した。また、 AdK7ベクタ」感染
後におけるインスリン分認能への影響を検証した。 【結呆1AdK7ベクターによる勝島細胞へ
の遺伝導入効率は、Adベクタ}と比較してすべてのMOI条件(5，10，30)下で有意に高かった。
遺伝子導入効率はウイルス濃度依存性に上昇したが、 MOI=30では細胞毒性が生じ、 E草島細
胞のvia凶ityを有意に低下させたため、AdK7ベクターによる遺伝子導入の至適条件はMOI=
10とした。過酸化水素処理により FNK遺伝子非導入君事ではカスパーゼ活性が有意に上昇しア
ポトーシスが誘導された。一方、 FNK遺伝子導入群ではカスパーゼ活性が過酸化水素非処理
群と同程度でありアポトーシスが抑制された。また、グルコース刺激試験ではFNK遺伝子導
入鮮は非導入群より高いインスリン分泌能を有していた。 【結語]本研究により、勝島細胞シ
ートに対するAdK7ベクターを用いたFNK遺伝子導入の至遺条件が明らかにされた。本法を
用いることにより、インスロン分泌能を障害することなく、過酸化水素処理によって誘導され
るアポトーシスを抑制することが可能であった。{1l13文字)
※日本語で記載すること。 1200字以内にまとめること。

